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智頭病院だより
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令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、
介
護
報
酬
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
利
用

者
が
支
払
う
費
用
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
算
定
基
準
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
物
価
・
人
件
費
の

変
動
に
対
応
す
る
た
め
３
年
ご
と
に
価
格
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
種
サ
ー
ビ
ス
毎
に
職

員
の
配
置
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
な
ど
の
状

況
に
応
じ
て
適
正
な
価
格
の
加
算
・
減
算
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
も
、
社
会
保
障
審
議
会
（
介
護

給
付
費
分
科
会
）
の
意
見
を
元
に
厚
生
労
働
大

臣
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

退
院
後
の
療
養
生
活
な
ど
で
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
様
々
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
報
酬
と
は
、
こ
う

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
「
価
格
」
の
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
利
用
者
の
負
担
は
現
在
１

割
～
３
割
程
度
で
す
。

●
退
職

　

智
頭
病
院
院
長　

秋
藤 

洋
一 

医
師

　
　

当
分
の
間
、
病
院
長
の
職
務
は
副
院
長

　
　

藤
田 

好
雄 

医
師
が
代
理
い
た
し
ま
す
。

●
異
動

　

内
科　

井
上 

直
也 

医
師
・
三
原 

周 

医
師

●
赴
任

　

内
科　

尾
坂 

妙
子 

医
師
・
有
田 

和
正 

医
師

✿
皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら
ず
『
か
か
り
つ
け
医
』

と
し
て
の
智
頭
病
院
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

令
和
３
年
度

　

介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て

○
介
護
報
酬
と
は

○
改
定
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
特
例

・
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
力
強
化

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

・
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
組
推
進

・
看
護
人
材
の
確
保
・
介
護
現
場
の
革
新

・
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

✿
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
に
は
、
保

険
者
で
あ
る
市
町
村
に
よ
る
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
区
分
に
応
じ
た

支
援
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

✿
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応
、
ま
た
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
結
果
と

し
て
利
用
者
の
負
担
は
わ
ず
か
に
増
加
し
ま
す
。

( 図 ) 介護サービス利用の流れ
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し
か
し
な
が
ら
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
支
援
を

必
要
と
す
る
人
を
見
過
ご
さ
な
い
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

✿
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
支
援
を
必
要
と
さ
れ
て

い
る
人
が
身
近
に
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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